
サンケイ化学 農薬登録情報

ダントツ粒剤

適用拡大登録取得のお知らせ

弊社取扱商品『ダントツ粒剤』が平成２６年６月２５日付け
で下記のように適用拡大されました。

【適用病害虫の範囲または使用方法の変更の内容】

• 作物名「ﾋﾟｰﾏﾝ」に使用時期「定植後但し収穫前日まで」を追加。
• 作物名「ﾋﾟｰﾏﾝ」のｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む農薬の総使用回数を「3回以内（育苗期の株元処理及び定植時の土壌混和は合計1回

以内、散布は2回以内）」から「3回以内（定植時までの処理は1回以内、散布及び定植後の株元散布は合計2回以 内）」に
変更。

• 作物名「ねぎ（露地栽培）」、「わけぎ（露地栽培）」、「あさつき（露地栽培）」の作物名をそれぞれ「ねぎ」、「わけぎ」、「あさつ
き」に変更。

• 作物名「ねぎ」の使用方法「株元散布」の使用時期を「収穫21日前まで」から「収穫3日前まで」に変更し、本剤の使用回数を
「2回以内」から「4回以内」に変更。

• 作物名「ねぎ」の使用時期「植付時」の使用方法を「植溝処理」から「植溝処理土壌混和」に変更。
• 作物名「ねぎ」のｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む農薬の総使用回数を「4回以内（植付時の植溝処理は1回以内、株元散布は2回以内）」か

ら「4回以内（定植時までの処理は1回以内）」に変更。
• 作物名「わけぎ」及び「あさつき」の使用時期を「収穫21日前まで」から「収穫3日前まで」に変更し、本剤の使用回数及びｸﾛﾁ

ｱﾆｼﾞﾝを含む農薬の総使用回数を「2回以内」から「4回以内」に変更。
• 作物名「みずな」を追加。
• 作物名「キャベツ」の適用病害虫名「アブラムシ類」及び「ネギアザミウマ」に使用方法「播溝処理土壌混和」を追加。
• 作物名「キャベツ」の適用病害虫名「アブラムシ類」及び「ネギアザミウマ」に使用時期「地床育苗期」、使用方法「株元散布」

を追加。
• 作物名「キャベツ」のｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む農薬の総使用回数を「3回以内（は種時の散布、育苗期の株元処理及び定植時の土

壌混和は合計1回以内、散布は2回以内」から「3回以内（定植時までの処理は1回以内、定植後の散布は2回以内に変更。
• 作物名「かんきつ（苗圃）」を「かんきつ（苗木）」に変更。

登録番号 ： 農林水産省登録 第20800号 (登録：住友化学(株) ）
有効成分 ： ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ・・・・・・・0.5％

毒 性 ： 普通物(毒劇物に該当しない物を指していう通称)

販売エリア ： 熊本県、宮崎県、鹿児島県



　

作物名 適用病害虫名 使用量 使用時期
本剤の

使用回数
使用方法

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む農薬
の総使用回数

育苗期後半 株元処理

定植時 植穴処理土壌混和

１～２ｇ/株
定植後但し

収穫前日まで
2回以内 株元散布

３～６ｋｇ/10a 収穫3日前まで 4回以内 株元散布

６ｋｇ/10a 植付時 1回 植溝処理土壌混和

わけぎ
あさつき

３～６ｋｇ/10a 収穫3日前まで 4回以内 株元散布 4回以内

みずな アブラムシ類 ６ｋｇ/10a 播溝処理土壌混和 3回以内

アブラムシ類

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ

３～６ｋｇ/10a 播溝処理土壌混和

６ｋｇ/10a 地床育苗期 株元散布

アブラムシ類 １ｇ/株

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ １～２ｇ/株

かんきつ
（苗木）

ﾐｶﾝﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ １０～２０ｇ/樹 育苗期 3回以内 株元散布 3回以内

ねぎ
ネギアザミウマ
ﾈｷﾞﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

4回以内（定植時まで
の処理は1回以内）

０．２５ｇ/株
覆土後ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ
又はｵｴｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄの植え

から散布する

１ｇ/株 1回
3回以内

（定植時までの処理は
1回以内、散布及び定
植後の株元散布は合

計2回以内）

アブラムシ類ﾋﾟｰﾏﾝ

3回以内
（定植時までの処理は
1回以内、定植後の散

布は2回以内）
育苗期後半 株元処理

アブラムシ類
ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ

は種時

ネキリムシ類、コナ
ガアオムシ、アブラ
ムシ類、　ネギア
ザミウマ、ハイマダ

ラノメイガ

０．５ｇ/株

キャベツ

コナガ、アオムシ ２ｇ/株

定植時

1回

植穴処理土壌混和

【適用病害虫の範囲および使用方法】

変更前
• キャベツのは種時に使用する場合は、薬害が生じる場合があるので覆土後に使用し、覆土前の使用は避けること。

＜注意事項について＞

【変更後】 変更作物のみ

本社 技術普及部 TEL：０９９－２６８－７５８８

東京 技術普及部 TEL：０３－３８４５－７９５１
深谷 技術普及部 TEL：０４８－５５１－２１２２

使用上の注意事項については製品に貼付のラベルをご参照下さい。

変更後
• キャベツのは種時にｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ又はﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄで使用する場合は、薬害が生じる場合があるので覆土後に使用し、

覆土前の使用は避けること。


